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兵庫県稲美町の「万葉の森」はいなみ野ゆかりの万葉歌に満たされていた 
 
稲美町にある「万葉の森」を訪れた。稲美町は Wikipedia では次のように説明されている。 
 
兵庫県南部に位置し、神⼾都市圏に属する。兵庫県南部の加古川と明⽯川に挟まれた印南野
台地に位置し、兵庫県東播磨県⺠局に区分されている。古代では印南野と呼ばれており、播
磨国⾵⼟記では⼊波と呼ばれている。万葉集では稲⽇・稲⾒と呼ばれており、この本に登場
している印南野は古くからの歌枕である。全体的に⽥園都市であるが、農業基盤の整備を強
化しながら阪神地区のベッドタウンとして南部を中⼼に宅地開発が進められている。 
 
「万葉の森」にはいなみ野にちなむ歌碑があり、また、多くの植物が植えられていた。真ん
中に池があり、その回りを背が⾼い⽊で囲まれているので、全体としては静寂な雰囲気を醸
し出している。 
 
万葉歌に、その歌を詠んだ歌⼈に、そしてその時代にもあったであろう花々に思いをはせる、
午後の⼼静かな時間を過ごした。また、森内にある「憩いの館」ではお茶をいただいた。 
 
稲美町は美しさと内容を兼ね備えた、実に⽴派なパンフレットを作っている。その⼀部を本
ブログに拝借した。その素晴らしさが伝えられると思ったからである。 
 
花々が咲く折々を⾒て、再度訪れてみたい。 
 
 
いただいたパンフレットより 
 
いなみ野「万葉の森」は、稲美町制施⾏ 30 周年事業の⼀環として企画され、昭和 59 年に
結成された「万葉の森をつくる会」の協賛を得て、昭和 60 年度から３ヶ年の継続事業とし
て整備に着⼿し、昭和 63 年３⽉に完成したものである。 
 
森内に建つ「憩いの館」は「ふるさと創⽣事業」の⼀環として、平成２年９⽉に竣⼯したも
のである（写真を参照）。森内には万葉の草花が多く植えられ、また、多くの「万葉歌碑・
賛歌碑」が⽴つ。「万葉の花と歌」も美しい。 



 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



歌碑とその歌 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



さらに、いただいた「万葉集といなみ野」という資料には、「いなみ野」万葉歌の⼀部が紹
介されている。 



 
 
 
 
 
 



 

 



 















 


